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危険物安全週間
　６月５日から11日までの１週間は、「危険物安全
週間」です。
　石油類をはじめとする危険物は、事業所などに
幅広く利用され、わたしたちの生活にも深く浸透し
ています。
　危険物に対する安全確保の重要性はますます
増大していますので、この機会に危険物を見直し、
適正な取り扱いをしましょう。
　危険物とは、消防法に定められているもので、一
般に次のような危険性を及ぼす物質をいいます。

　１．火災発生の危険性が大きい
　２．火災拡大の危険性が大きい
　３．消火の困難性が高い

　わたしたちの身近には、ガソリン・灯油などがあり
ます。取り扱いに注意しましょう。

梅雨期に備えましょう!!
　今年も梅雨に入りましたが、皆さんの家庭や職
場での備えはいかがでしょうか？毎年全国各地で、
長雨や集中豪雨によるガケ崩れなどの被害が発
生しています。特に、集中豪雨（短時間のうちに狭
い地域に集中して降る雨）はその予測が困難で
被害も大きく、昨年７月には市内でも大きな被害が
発生しています。
　大雨災害に備えて、日ごろから気象情報に注意
するとともに、お住まい
の地域の避難場所を
確認しておきましょう。
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危険物
　無事故のゴールは

譲れない
平成２３年度危険物安全週間推進標語

避難の心得６カ条
●�地域の避難場所および避難経路の確認
●�正確な情報収集と早めの行動
●避難の呼びかけに注意
●�お年寄りなどの避難に協力を
●�動きやすい服装、２人以上での避難
●自動車での避難は控えて
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国民健康保険総領診療所

さくら診療所

☎ 0824-88-2611

☎ 0824-72-8688
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内科

内科・外科・物忘れ外来

　皆さん、こんにちは。総領診療所の永井です。スタッフ
一同、皆さんの健康のお役に立てるよう、日々切磋琢磨
しています。
　高血圧、糖尿病、脂質異常症などの生活習慣病の管理
に重点を置き、総合的な視点から診療にあたっていま
す。地域の皆さんとの触れ合いが多く、本当に充実した
毎日を過ごさせていただいています。今後も地域の医療
人としての責務を全うできるよう、一所懸命頑張ってい
きたいと思います。

　さくら診療所は、老人保健施設「愛生苑」の隣にあり、
周りは緑に囲まれ、バリアフリーの昔懐かしい民家風の
あつらえになっています。
　診療は、一般内科、ちいさな外科、認知症外来を午前
中のみ行っています。時間にとらわれず、ゆっくり話せ、
聴くことのできるかかりつけ医を目指しています。庄原赤
十字病院、戸谷医院の約 35 年間の経験を生かし、地域
の皆さんとともに、より住みやすい地域が実現できるこ
とを願っています。
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市民の安心と健康を守る診療所

高野診療所
☎ 0824-86-3066

内科・外科

　地元で診療させていただける機会をいただき、平成
17年から高野町で診療させていただいています。それま
では、県内の病院で消化器・心臓血管・小児の分野で外
科の医師として勤務してきました。そのころの経験も生か
して病気の緊急性・専門性を判断し、他の専門科・医療
機関とも連携を取りながら診療を進めています。住民の
皆さんにかかりつけ医として信頼され、何でも相談して
いただける診療所を目指して地域医療に携わっていき
たいと思います。
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